
うん

2016.09.08

赛高
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楽しかったわ~

2016.09.16

耳边充斥着的不是加油 而是歇斯底里的 頑張れ 先輩 はやい……

各种奇葩又美好的紅白团体竞赛 最后 胜利属于我们あか☆〜（ゝ。∂）

最后还有班主任的褒美--小さいアイス
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原爆ド-ム☆○☆

2016.09.17

今天独自去了和平纪念公园、原爆ドーム，心情就是 异常的 奇怪吧……

【老师和孩子】像 就是今天的开始。本来没觉得有什么啊，瞄了一眼正要走，一个大叔走了过来，（第二张图）从长道上缓缓走向前，放下手中的包，双手合十，静默地站在那
里。突然的，心如同电触一般，放下了自己的浮躁，和周围一同，寂静、和祥。那是折好的纸鹤，很奇特的样子，成为了这里的一大风景线。奥巴马今年也来过折了三只，やっぱ
り、为了和平。抒情的话想更多的留给自己的心，这里就说说我看到的吧。  那是只乌鸦 很大个 很有趣的是 有一个标牌（不是图片的）写着注意⚠️乌鸦的投石，避免受伤
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那里的晚上

2016.09.20

  昨天傍晚，淅沥的雨还断断续续，就来的风已经蓄势待发。一个人骑车赴同学的约。经过那个公园，才发现这第二次的模样是多么的别具一格。灯光、余晖、洒在那幢建筑、川流
上，忽闪着那历史的经验...

  在いちばん焼き肉屋さん的晚宴过后，又一人穿过本通り。只是那么的戏剧化，粉红的旋律突现，然后，就映入了眼帘—（大结局没法看
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补图

2016.09.20

どうして私の写真、毎回出てこなかった？？
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野球の試合☆〜（ゝ。∂）

2016.09.22

激动激动激动...

さすがcarp!!!

人がいっぱいいた^o^

みんないっしょに歌を歌って、すごく楽しかった~

陳　傲さんの日記



中華料理（≧∇≦）

2016.09.23

私は(^_-)久しぶりに中華料理を作って、ホストファミリーの家族と一緒に食べた～～

簡単な料理だったけど、みんな'おいしい'と言った！

お母さんも「これから、週に一回傲ちゃんが作った中華料理を食べよう！」と言った。みんな好きで、よかった^o^

これからも日本料理をお母さんに教えてもらいたいと思う~_~;

これは日本語で投稿されたものです
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留学生と一緒☆

2016.09.24

今日すごく楽しかった！スピーチコンテストの準備で、広島の留学生たちが国際会議場に行った。勉強が終わって、みんな一緒面白い写真を撮った^o^    おしゃべりしたり、
映画を見に行った^o^、アイスも美味しかったわ＼(^o^)／
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これは日本語で投稿されたものです



家庭课的考试

2016.09.26

今天一下午两个小时的家庭课进行了料理考试～虽然不是什么难的测试，但还是惨败=_=

切黄瓜切黄瓜切呀切呀切黄瓜.....30秒以内60枚以上不能连接厚度不能超过2mm……所以我就是切了一堆并且手也挺快 但最后合格的片数 哈哈哈只有20枚

不说伤心的事了 。 考完试后 继续用切完的黄瓜做了酢の物 大家分了组 一个组决定一个组的的口味 用各种调味料调配黄瓜片和裙带菜和小鱼仁...（只能这么翻译了）

最后的结果是 大赞大赞  砂糖和沙拉油的完美结合 配上家庭教室的小茶 一个下午就那样过去啦～最后和大家一起清扫保洁，还是那么开心！（附上家庭课的高大上教科书）

然后然后、就去了剑道部的每日魔鬼训练 最后的俯卧撑和腹背肌训练爽翻了  和我的可爱的竹剑一起

虽然每天三四点就放学了 但是我每天都要进行两个小时的剑道部活，很累 但是 我相信我能坚持下来 ！初段 比赛 我会向着这些目标努力的
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自烤烤肉

2016.10.01

开心的一上午～

为了欢迎我和另一位新成员的到来 在今天上午训练结束后 剑道部的老师和同学特开了趴～自烤烤肉 自己烤出来的就是多了一种味道呢——超赞的满足感

哈哈哈还学习了日本超人气的棉花糖吃法——烤棉花糖 当火的热度慢慢浸入软软的棉花糖后，就要融化了 抬起手来很想一口吃掉的时候 大家着急的异口同声的说：烫烫烫！。
然后我愣着 眼睛看了一圈他们 全笑了  最后吹了吹 慢慢慢慢地放到嘴里 当外面的稍微有一点点硬脆的皮被牙刺破的时候 里面的又甜又多汁地流入到舌头中央 うっま！瞬间感慨
简直了
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每周末的日子

2016.10.10

已经习惯了每周末的日子 来到这里 和各国的留学生一起 学习 聊天 到处逛

而每周的这里 也有每周的风景 从巨热得无法忍受 到现在时而的细雨 这个沧桑的地方 也和日出日落一同 更换着自己的美丽心情 

我 怕是爱上你了 广岛 
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イカパスタ

2016.10.22

今週は本当にやばかった

お父さんが3時に起きて家を出て60cm以上のハマチとたくさんのイカを釣った

お母さんがイカの刺身パスタを作った〜〜写真のどおり やばくない？ははは〜〜  食べた後は、口、 歯、ぜんぜんまっくろ   

それからは、、、ご飯は毎日カルパッチョとか焼き魚になった

これは日本語で投稿されたものです
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一生懸命

2016.11.02

もうすぐ、11月13日のスピ-チコンテスト！原稿は何回も書き直しても、まだ満足ではない！

なかなかすごくいい感じの文章できなくて、やばいなぁ、、

でも！必ず頑張らなければならない   まず11月5日の学校の英語スピ-チコンテストを準備しよう！自分きっと、できる 最後の結果はどうか、今考えないで頑張ろう
☆☆☆☆☆

 

これは日本語で投稿されたものです
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(*☻-☻*)纪念

2016.11.13

准备一个多月啦～圆满告终

虽然有点小遗憾没有取得第一位....很精彩的一天，广岛所有留学生的演讲都成了我珍贵的记忆。还有、自己内心的成长。或许就是在这些些许的遗憾中来逐渐构筑一个更加完美的
自己、

就当来日本两个月的纪念！纪念自己的体验、学习、成长！接下来的八个月，继续加油啦
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国际交流活动

2016.11.23

能够参加这样的活动真的是太开心了

专门对来广岛市的外国人开设的一系列体验活动、学习、交流～最重要的是？       ～吃了很丰富很赞的世界小吃——各国的在住人们把国家的特色食品展现出来，在国际会议场
门前成了一块和中国庙会时般的风景。在一个个帐子下，有各国的民族服饰的人们 亮出形形色色的点心 片假名的看板让每个人费力地读然后掏出腰包 ...

和服、花道、书道、和平采访研究结果、英语角、日语志愿者活动....一天下来，只能完成最想做的那么几件事，高中生、大学生、老师、新闻报社记者、各方面的学者、老人，都
是活动的服务者与享受者。而每一个广岛市民以及外国人，也兴致勃勃地参与、交流感悟着，国际、日本的文化。

陳　傲さんの日記



グルグルまわって～～bingo

2016.12.11

12月3日，毎週土曜日の私たちの国際会議場である送別会が開かれたの——「はるかぜ」といって、広島大学のボランティア活動のひとつの日本語教室。私たち広島の留学生た
ちのお休みの時とかに、日本語学習の手伝いをしてくれるんだ。本当はこの教室は2月から翌年の1月が留学期間の留学生が主な対象なので、9月から翌年の7月にかけて留学す
る私は、送り出しと受け入れをしなくてはいけない。心連心，AFS,YFU（留学生の派遣受入れ機関），国も留学時期も違う人たちと半年一緒に過ごしお別れをし、また新たな留
学生たちを迎えなくちゃいけないの。９月に来たばかりの時は、新人が来たとみんなに面倒を見てもらって、日中英語をちゃんぽんで会話をし「ミニ国際生活」を満喫させても
らった。でも、1月にはAFS YFUの留学生たちは帰国してしまう。そのあとは、先輩として今度は新しくやってくる留学生をお迎えしなくちゃね。一緒に学んで交流して ああ

。もしかしたら、人と人との出会いって、bingoゲームみたいなものかのかな 球のなかを、ぐるぐる回って，そしてbingoって、ばったりめぐりあえたりするんだよね～
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盛り上がり

2016.12.11

実はね、この街の盛り上がり方にはビックリしてるんだ。

９月にここに来たときは、あちこちのお店でハロウィングッズがたくさん並べられていた。それがハロウィンを過ぎたとたん、まだ１か月半もあるというのにduangでクリスマ
スムード一色。「イリミネーション」なんて48日間もあって、他にクリスマスケーキやファッション、グッズにアクセサリー、いろんなものが売られている。でもその「クリ
スマス」からちょっと目を移せば、年賀状や並べられたお正月のお飾りなんかも視界に入ってくる。この東西の文化がまじりあって盛り上がっている雰囲気、なんて形容したら
いいんだろうな もう内心では日本のイベントを大事にして真剣に取り組むことにビックリしてます。
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新年マラソン

2017.01.08

冬休みが終わり、新学期の幕開けはマラソンから始まった。まさかこんな新年の迎え方をしようとは、想像をしたことも無かったけれど...

剣道部では毎日、4kmは走っている。それと週に3コマの体育もあるので、結局8kmも走った、なんて日も。なんだか延々と続く川辺で、いつでも水の中にドボンと落ちていき
そうな感覚 果てなんて見えないのに、足を止めることもできない。これがお正月、ダラダラとしすぎた代償なのかな。ちゃんとツケは返さなくちゃね。 体育の中間試験の成
績は全部これで評価されちゃうなんて、あーあ…… いつかはこの人を苦しめてばかりいるマラソンの妖精さんを好きになれる日は来るのかな。
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雪

2017.01.21

先週の週末から雪が降ってきた、、

雪の中で、自転車で通学した時に雪だるまになった自分 、、と持久走でいっぱい食べたの「雪飴」 、、涙も出そうに、、本当に疲れたけど気持ちすごく、普通じゃなくよ
かった！

もう慣れてきたし、これからはやるだけじゃなくて毎日この「体力の作り」を楽しんでいこう！
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旧暦新年

2017.01.30

日本のお正月と違う中国の春節 家族と遠く離れた私でもすごく盛大で賑やかな雰囲気が感じられましたが、、私にとって、意味深くて最高の思い出になったのは、、

まずは1月26日に、学校の合唱祭が開催されました。毎日放課後に1人1人、それぞれのパートの歌声は、翼があるように窓外の星空と、夜の美しさを演奏していました。日々の
努力で、高一でただ一つの賞が、このクラス、友愛の7組に授与されました。

次の1月27日に16年の感じたことのないの誕生日を過ごしました。旧暦の大晦日だけど、みんなの「おめでとう」と「生日快乐！新年快乐！」を聞いておいしいお菓子などもも
らって、地味にすばらしかった誕生日でした。ホストファミリーとの外食、、でっかい袋中にいっぱいのプレゼントが入れてあって、お母さんの手作りのチ－ズケーキも食べま
した。人生初めての他国での誕生日と春節、思い出と言うより、心中の記念ビデオになったほうが、その感動しすぎた気持ちが現れることができます

春節の時に、中間研修でそろそろみんなに会えて、楽しみにしています これからの日本での生活がもっと楽しいものになりますように

これは日本語で投稿されたものです
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食べ－！

2017.02.24

中間研修からはもう20日ぐらい経って、いろいろ思いもまた作り始めた〜

2.3日の帰った日に、お母さんと巻き寿司を食べながら作った。五合の米も全部使い終わった、、、ものすごくおいしくて、、いっぱいの量だった。

2.14日と言ったら、、今はまだ、、その時もらったチョコお菓子を食べながら日記を書いている 女子全員いっしょに男子たちへのプレゼントと、、男性の担任から42人への
プリン、、どっちでも、、女子力って、言われていた 今思い出しても、、甘く甘く感じられる！

これは日本語で投稿されたものです
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久しぶり

2017.02.24

2月の二週間目、久しぶりの学校に入った瞬間、「久しぶり〜」「あっ、傲ちゃん！大阪、どうだった」と、、先生、友達、クラスメートから、次々に聞かれて、、いろいろし
ゃべって忙しいと言うより、心にいっぱいの充実感があった。

その充実は、授業の時も、、よく感じられた(￣∇￣)

家庭でみんながもう作り終わったペンケースは2時間掛かられて可愛くてすごく工夫したらしい。でも私はみんなに間に合えるように、 放課後の30分の時間を使って、ギリギ
リ完成した。あんまりきれいじゃないんだけど、、先生から「すごい！ちゃんとできた、、いいねいいね〜」と褒められて、、やっとほっとした

その他、、書道の授業でも、、みんなが新しい作業に入った。でも今回、、私はゆっくり、、落ち着いて、、作品の構想から、、草稿へ、それから、清書へ、やってきた。書道
でこういうペ－スの方がいいと思って、楽しんで自分の思いを書き込んだ。
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クラス分け

2017.03.19

一年生の最後の行事ーー球技大会が終わって、、新学期が始まったら全員新しいクラスに入ることになった。私はもう半年間このクラスでいろいろ経験し、成長して、慣れた。
毎日の学校生活は中国での同じ感じで楽しんでいた。前も何回そろそろクラス替えだよねと思ったけど、、その時は平気で、「当たり前じゃん」だと思った。ぜんぜん、、違
う。たぶん中学校からクラス替えやらなかった私は、感じられなかったせいだ、、、

今回、日本のクラスメートたちと、いっしょに味わった。担任の誕生日が今月末で、みんなで記念アルバムを作った みんなを楽しませたのは、先生は、この1年間のこのクラ
スの思い出の写真をまとめて、スライドショーした。先生は普通の顔がいつも笑すぎで表情のおもしろさでみんなよく笑ってしまったのに、、終業式の日に悲しみに沈んで無表
情、、シンっていう感じだった。アルバムを渡す時に、その子が泣きながら「ありがとう」など感動させる話を言って、担任も、笑うか泣くか分からずまた変な表情をした、、
でも、、今回、みんなは笑わなかった。20人ぐらいの子たちの、、涙が目にだんだん多く集まって、我慢できなく落ちていた。

男女いずれも、、感動しただろう、、この人生の一部分。

「なんか、僕は卒業式でもこんなに号泣しないでしょう、きっと。(笑笑)」

「7組でよかった！」

私、「そう、、思うね、、ありがとう☆みなさん。」
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これは日本語で投稿されたものです



「エネルギー」を消耗した午後

2017.03.30

春休みに入ってすぐ、ホストファミリーと一緒に岩国に魚釣りに行ってきたんだ。すっきり晴れたとはいえない天気と瀬戸内のそよ風を感じながら、カモメの群れが羽ばたきな
がら飛んでゆく。キラキラと光る海ではなく、波は岸壁に打ち付けられてしぶきをあげている。はじめのうちはコウジをつかんで釣り針につけられなかったけど、ホストファザ
ーがはげましてくれた

２時間ちょっと釣り糸を垂れても一匹の魚もつれなかったけれど、波間に泳ぐ魚の群れや海藻が揺れ動く様子や、ぴょんととびはねる飛び魚も見られた。それに，餌だけ食べて
逃げてしまったのはメバル，，，周りから「すごい！４３．２センチ！絶対おいしいよ」って聞こえてきたとき、ある釣りのプロが大きな魚を釣り上げていた。穴が開きそうに
なるほどじっと、その獲物を見つめていたんだけど、まわりもおちついてきて、自分もあれだけのものを釣り上げられないかなってがんばったよ。

半日海に出て、特に体を動かしたわけではないけれど、エネルギーはだいぶ消耗したので、帰りは車の中でぐっすり  家に帰ったら、バタンキューで爆睡

春休みの始まりに、特別な思い出ができたよ。
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四月天

2017.04.29

其实我是爱着秋天的。

秋的色彩不比春少，不比夏乏，更有着红叶清透的热烈、我行我素独树一帜的傲气。可春，一句人间四月天，嘹响了自己的名号，从未有过兴趣的我，居然，这个时间这个地点，，
花瓣萦绕，鸟声啼啼之下，丝丝缕缕地牵扯出了与春的微妙邂逅。

河的两岸花苞鼓鼓待放，午后四点钟，西装领带的社会人已经坐在席子上，年轻俊朗的小伙子们对着社长先辈们彬彬有礼，筹备着这个季节的晚宴。那是三月底的夜樱，着实让我惊
了一场——夜晚九点，远处前方的桥灯一如既往地盏盏熠着光，橙子皮倍亮的鲜果河岸餐厅一如既往的座无虚席，眼神不是很好的我照旧沿着河草小路随感觉走着，不知路径第几颗
樱花树之时，突然的一阵爽朗巨笑，完全威慑住了我的脚步。恍惚之间，一缕缕白雾从草中冉冉升来扩散去。一瞬寒气贯身然后下意识的后撤了一步，屏着气看着听着，原来是午后
的那伙人啊……才要往前走，才发现，那笑声的来源的方向，一路上，人影组着团密布着，微醺的氛围在夜樱下肆意“泛滥”，寂静地河水伴着喃喃的细语，还有那不时的仰天长笑，
几大包几大包的空易拉罐...整条河岸小路有了不寻常的四月夜的生气。

同剑道部的老师和同学一起去江波小山行花见，在一个小丘上一棵伞状樱花树下，五个人吃着便当聊着天，后边是很远很远的濑户内海，仅仅的一个中午，就有好几十行人来来往往
于山顶和山脚之间，都完成着，这个四月季的独有行事。我见到过一群人，在路边的仅有的一棵大樱花树下，行“花见”。其实所谓花见，我觉得说到底就是找一棵樱花树，没有多少
人真正去赏花，三五人群坐在下面吃吃喝喝聊聊天，也并没有什么特别欣喜之处。在其他季节，换个说法，野餐也不为过。

但那是截然不同的了。正是因为在这温暖和煦之际，与短短几周的春景樱花相称，才有这么一个行事，促着忙碌的人们闲下心来，悠悠交谈。

仿佛昨日还在盼着樱花满开之事，现已凋落两三周了。附近的那几颗樱花树，也就在我的手指之间留下了三张照片的生命印记。四月是新生，同样也是逝去。而从这里，我发现，不
同于秋的是，她会一直新生下去，生出新的花儿，新的色彩，新的气息。就像，涅槃重生，形容这绝美的四月天，再好不过了吧。
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遠足遠足遠足 5月5月5月 来た来た来た

2017.04.30

向こうといっしょの、、4月末の遠足！

バスでのお菓子回し、、bingoゲ-ム、、国営備北丘陵公園の様々なスライダー、、男女の警泥遊び、、めっちゃ暑かった昼に、3クラス同時に炭火焼肉〜〜

やっと、、4月が楽しく終わった。

次、5月だ

後2ヶ月間、頑張るわ
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巫女さんになった ♡

2017.05.28

三日間の万灯みたま祭りで、1日の巫女踊りというのがあって、申し込んで参加してみました

友達といろいろな募集者と、先週に一回練習して、昨日の本番また会いました。いろいろな話ができて楽しかったです。

祭りは午後の集合から、記念撮影、夕食(買ってもらった弁当)、リハ－サル、本番の順で行いました。カメラマンや外人たちにカメラを持っていっぱいの写真を撮られて、、私
たちは「アイドルだ！そう！これはアイドルに違いない！」っていう感覚で恥ずかしいながら自分の最高の姿と身振りをみんなの前に現れました。

夜9時に周りの灯籠の微光と星がキラキラの笑顔を見て、疲れ感が出て来て満足と春の涼しい夜を、久しぶりの静かな心で味わい、1人で平日の通る深夜の川に沿って、自転車
で帰りました
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